












































The reliability and validity of Wattbike cycle ergometers in the Faculty 






300 W，600 W，900 W及び 1200 WにおけるLodeとWattbike の偏り（Bias）は，いずれも5 %以下であった．それぞれ
のWattbike の回帰式から算出した残差（Residual）は，絶対値では，100―1500 Wの範囲において±15 Wの範囲に収まっ
た．また，相対値では 500 Wまでは -2―6 %の範囲に，500―1500 Wの範囲では± 2 %の範囲に収まった．さらに，1台
のWattbikeを対象に，日を変えて測定したLodeのパワーと残差の関係は，ほぼ一致していた．これらの結果から，本学スポー
ツ科学部が所有するWattbike は，特に 500―1500 Wの高負荷における妥当性・信頼性が高く，競技レベルの高いアスリー
トの無酸素性体力の評価やトレーニングに活用できることが明らかとなった． 
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回転数が 130 rpm を超える条件におけるデータは報
告されていない．エリートアスリートを対象とした無
酸素性体力の評価やトレーニングでは，発揮パワーが




























年度納品，Wattbike 社製；以下 Wattbike）4 台を
対象に，校正作業を実施した．校正作業には，1500 
W まで測定できる校正装置（Lode 社製，Portable 




110，130，150 及び 170 rpmの 5種に設定した．また，
空気調整レバーは，1）90―130 rpmの条件では 2，4，
6，8及び 10 の 5 種，2）150 rpmの条件では 2，4，6
及び 7の 4種，3）170 rpmの条件では，2，4及び 4.5














　Lode は，クランク軸が 10 回転した際の平均パワー
を測定することができる．そこで妥当基準となる
Lode のパワーは，3 回の測定（各試技において設定
した回転数に達したことを確認後，20 秒毎に 3 回の
測定を実施）の平均値とした． 
　Wattbike のデータは，専用のソフトウエア（Expert 












　図 1 に，Lode のパワーと表 1 の回帰式から算出し
た残差（Residual）との関係を示した．絶対値では，
1500 W までの範囲において± 15 W の範囲に収まっ
た（図１a）．また，相対値では 500 W までは -2―
6%の範囲に，500―1500 Wの範囲では± 2 %の範囲
に収まった（図 1b）．






高値は，90 rpm の条件で認められた．また，表 3 に
300 W，600 W，900 W 及び 1200 W における Lode
と Wattbike の偏り（Bias）及び 95 % 信頼区間（下
限信頼限界：Lower CL；上限信頼限界：Upper CL）
を示した．偏りは，表 1の回帰式のX（300 W，600 W，
900 W 及び 1200 W）と Y（式の値）の差を示す．い
ずれの Wattbike においても，偏りは 5 % 以下であっ
た．また，偏りは，パワーが増加すると低下する傾向
にあった． 
表 1．Wattbike のパワーから Lode のパワーを予測する回帰分析
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2．信頼性
　図 2 は，Wattbike ISS-01 に対し，日を変えて 4 回
（22 条件× 4 回）校正作業を実施した結果を示す．な
お，回帰分析の結果は，表1に示した通りである．また，
図 3 には，Wattbike ISS-01 の Lode のパワーと残差
（Residual）の関係を示した．4回すべての測定におい
て，残差の傾向はほぼ一致した．
図 2．日を変えて測定した Wattbike のパワーと Lode のパワーの関係






図 3．日を変えて測定した Lode のパワーと残差の関係
・ｍ
表 4． Wattbike の空気抵抗値，回転数，マニュアルに記載されたパワーの公称値，Wainwright et al. 4）のパワー
の校正値，本研究における Lode のパワー，トルク及び摩擦抵抗式のエルゴメータに換算した場合の負荷
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3．空気抵抗・回転数・パワー・トルク一覧表
　表 4 に，Wattbike の平地環境における標準的な負
荷特性（空気抵抗値・回転数・マニュアルに記載され






が 10 の条件下では 111 W もの差がみられた．一方，
Wainwright et al. 4）のパワーの校正結果と，本研究の
校正結果（Lode のパワー）は，ほぼ一致した．
Ⅳ．考察
１． 本学スポーツ科学部が所有する Wattbike の妥当
性及び信頼性
　本研究の目的は，本学スポーツ科学部が所有する





帰式が認められた．また，300 W，600 W，900 W及
び1200 WにおけるLodeとWattbikeの偏りは3.1―5.0 
%（9.2―15.5 W），2.2―4.1 %（13.5―24.4W），2.0―3.8 
%（17.8―33.8W）及び 1.8―3.7 %（22.0―44.7W）で
あった．校正装置を用いて10台のWattbikeの妥当性・
信頼性を評価した先行研究 4）では，300 W 及び 600 
WにおけるLodeとWattbikeの偏りを，0.0―2.8 %（0.0











15 W の範囲に収まった（図 1a）．また，残差の相対
値は，500 Wまでは -2―6 % の範囲に，500―1500 W
の範囲では± 2 % の範囲に収まった（図 1b）．さら
に，1 台の Wattbike（ISS-01）を対象に，日を変えて
4 回（22 条件× 4 回）校正作業を実施した際の Lode
のパワーと残差の関係は，4 回すべての測定でほぼ一
致した．したがって，本学スポーツ科学部が所有する







の一覧表は，回転数が 40―130 rpm の範囲に限定さ
れており，高負荷時のデータは公表されていない．そ
こで本研究では，高負荷でのトレーニングやテストの





調整レバーが 10 の条件下では 111 W もの差がみら
れた．なお， Wainwright et al. 4）の報告した 10 台の
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